
　

今
回
の
幹
事
会
も
前
年
度
同

様
に
参
加
者
が
少
な
く
、
長
野

会
長
を
は
じ
め
北
辰
会
の
役
員

の
方
々
に
ご
心
配
を
お
掛
け

し
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
応
援

の
お
か
げ
で
何
と
か
総
会
の
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
当
番

幹
事
も
今
回
だ
け
で
な
く
今
後

の
総
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
幹
事
を
さ
れ

た
先
輩
の
あ
い
さ
つ
に
、「
当

番
幹
事
を
し
て
一
人
前
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
が
印
象
的
で
私
の
中
に

残
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回

幹
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
言
葉
の
重
み
を
痛
感
し
ま

し
た
。
何
の
面
識
も
な
い
者

が
、
突
然
工
業
の
後
輩
と
い
う

　

十
二
回
目
と
な
る
北
辰
会

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
本

年
も
前
年
度
と
同
じ
京
都
郡
勝

山
町
の
「
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
小
倉
南
」
に
於
い
て
十
一

月
二
日
（
水
）
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

で
、
同
窓
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

（
一
二
八
名
）
が
交
流
を
深
め
、

和
や
か
に
プ
レ
ー
を
終
日
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
参
加
者
は
年
長
が

二
十
四
年
卒
、
年
少
が
平
成
元

年
卒
と
幅
広
い
参
加
者
で
し

た
。

　

皆
様
お
忙
し
い
中
、
同
窓
生

相
互
の
懇
親
並
び
に
母
校
教
育

振
興
基
金
募
金
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
に
協
賛
い
た

だ
き
、
多
数
の
参
加
を
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
平
成
年
代
の
同

窓
生
が
参
加
（
三
名
）
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
長

く
続
け
る
た
め
に
は
若
い
年
代

の
同
窓
生
の
参
加
が
必
要
で

す
。
次
回
か
ら
は
五
十
年
代
・

六
十
年
代
・
平
成
年
代
の
多
数

の
同
窓
生
の
参
加
者
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
七
月
三
十
日
（
土
）

小
倉
北
区
の
厚
生
年
金
会
館

（
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
小
倉
）
に
於

い
て
、
小
倉
工
業
高
等
学
校
を

ご
支
援
下
さ
る
方
々
の
親
睦
と

運
動
部
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
北
辰
会
体
育
後
援
会
・
部

活
動
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て
、

母
校
の
部
活
動
関
係
者（
先
生
）

を
励
ま
す
会（
ビ
ヤ
パ
ー
テ
ィ
）

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
学
校
関
係
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
北

辰
会
各
支
部
・
部
活
Ｏ
Ｂ
が

一
四
七
名
参
加
し
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
等
楽
し
く
、
又
、
各

部
活
Ｏ
Ｂ
と
部
活
動
指
導
者

（
先
生
）
と
の
親
睦
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
北
辰
会
総
会

は
、
五
月
二
十
二
日
に
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
小
倉
九
州
厚
生
年
金
会
館

で
開
催
さ
れ
、
二
五
〇
人
の
会

員
の
皆
様
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
卒
の
当
番
幹

事
が
昨
年
暮
か
ら
張
り
切
っ

て
広
告
募

集
、
会
員

券
販
売
に

取
り
組

み
、
幹
事

の
頑
張
り

と
会
員
の

皆
様
の
暖

か
い
ご
支

援
、
ご
協

力
の
お
陰

で
盛
会
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
長
野
正
景
会
長

（
昭
和
二
十
九
年
機
械
卒
）
か

ら
同
窓
会
活
動
の
益
々
活
性
化

す
る
為
の
協
力
の
お
願
い
と
、

総
会
へ
の
参
加
に
対
す
る
感
謝

の
挨
拶
が
あ
り
、
二
見
学
校
長

か
ら
「
は
つ
ら
つ
倉
工
生
」
を

育
て
る
決
意
と
、
北
辰
会
か
ら

の
母
校
に
対
す
る
支
援
に
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
徳
本
高
久
体
育
後
援

会
長
（
昭
和
三
十
五
年
機
械
科

卒
）
か
ら
部
活
動
の
現
状
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
は
、
平
成
十
六
年

事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査

報
告
・
平
成
十
七
年
事
業
計
画
・

予
算
案
と
粛
々
と
進
行
さ
れ
、

滞
り
な
く
終
了
し
、
校
歌
斉
唱

で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
、
赤
尾
顧
問
（
昭
和

二
十
六
年
機
械
卒
）
の
乾
杯
の

音
頭
で
始
ま
り
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
昔
話
に
華
が
咲
き
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
昨
年

に
引
続
き
、
菅
本
隆
幸
さ
ん

（
昭
和
二
十
九
年
機
械
卒
）
に

よ
る
門
司
港
名
物
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
と
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
会
場
の
ム
ー
ド
が
最
高
潮
に

達
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

最
後
は
遠
路
関
東
支
部
よ
り

出
席
の
山
口
善
司
さ
ん
（
昭
和

二
十
八
年
機
械
卒
）
の
万
歳
三

唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
は
昭
和

五
十
八
年
卒
業
生
が
当
番
幹
事

に
当
た
り
ま
す
。

　

益
々
盛
会
に
な
り
ま
す
よ
う

会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

又
、
皆
様
と
元
気
で
総
会
会

場
で
お

逢
い
で

き
ま
す

よ
う
祈

念
し
て

総
会
報

告
と
い

た
し
ま

す
。

　

九
月
二
日
に
催
さ
れ
ま
し
た

「
語
ら
い
と
創
造
の
館
」
お
披

露
目
式
後
の
懇
談
会
の
中
で
、

館
の
活
用
の
方
法
の
ア
イ
デ
ア

や
ロ
マ
ン
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
語
ら
れ
た
貴
重
な

提
案
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、

皆
様
方
の
知
恵
と
お
力
添
え
、

ま
た
活
用
の
お
願
い
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◉（
普
通
科
の
先
生
で
も
小
倉

工
高
に
二
十
数
年
以
上
勤
務
し

て
お
ら
れ
た
三
十
、四
十
年
前
と

違
っ
て
）
普
通
科
は
勿
論
、
専

門
科
で
も
顔
を
知
っ
て
い
る
先

生
は
、
各
科
一
名
お
ら
れ
れ
ば

よ
い
方
で
、
各
科
職
員
室
に
顔

を
出
し
に
く
い
け
ど
、
こ
の
館

の
談
話
室
な
ら
訪
問
し
易
い
。

◉
倉
工
教
職
員
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員

会
や
集
ま
り
を
開
く
時
に
利
用

し
て
貰
え
ば
良
い
の
で
は
。

◉
昔
の
写
真
や
当
時
の
作
品
、

教
科
書
、
卒
業
後
の
仕
事
や
趣

味
で
製
作
し
た
作
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
た
り
す
る
と
、
昔
を
懐

か
し
み
、
語
ら
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
。

　

創
立
記
念
Ｏ
Ｂ
講
話
の
事
業

の
手
伝
い
、
学
校
と
同
窓
会
と

の
間
の
連
絡
、
調
整
を
し
て
は

ど
う
か
。

◉
北
辰
会
Ｏ
Ｂ
や
倉
工
職
員
Ｏ

Ｂ
の
多
く
の
方
々
は
、
各
種
の

ラ
イ
セ
ン
ス
や
特
技
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
生
徒
の
進
路

実
現
や
物
づ
く
り
、
電
気
工

事
、
化
学
分
析
等
の
技
術
を
本

校
生
に
継
承
し
て
い
た
だ
く
場

「
語
ら
い
と
創
造
の
館
」

　小倉工業同窓会のホームページができました。
　年二回の同窓会報でお伝えする以外にも、よ
り最新情報を閲覧していただくことが可能にな
りました。
　また、卒業生、地域社会と在校生との交流の場
としても活用していただけます。
　オンラインで同窓会費等をご入金していただ
けるようなシステムも準備中です。
　アクセス方法はYahoo ! J apan（ht tp : / /
www.yahoo.co.jp）へアクセスしていただき「小
倉工業」で検索していただくかURL（http : //
www.hokus in .ne t）を入力していただければ
閲覧できます。

だ
け
で
い
き
な
り
職
場
に
訪
ね

チ
ケ
ッ
ト
や
広
告
の
お
願
い
を

し
、
そ
れ
を
快
く
迎
え
入
れ
て

く
れ
る
諸
先
輩
方
の
優
し
さ
、

工
業
の
卒
業
生
で
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
幹
事
を
し

て
色
々
な
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
先
輩
、
後
輩
に
出
会
え
、

や
っ
と
私
も
一
人
前
の
倉
工
生

に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

最
後
に
十
七
年
度
当
番
幹
事

を
代
表
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
倉
工
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。
創
立

記
念
Ｏ
Ｂ
講
話
の
テ
ー
マ
数
も

増
や
せ
る
し
、
学
校
と
同
窓
会

と
の
連
絡
調
整
と
実
務
の
お
手

伝
い
を
館
と
し
て
お
手
伝
い
し

て
は
ど
う
か
、
等
々
。

　

常
駐
体
制
は
と
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
実
現
で
き
そ
う
な
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し

た
作
品
の
展
示
期
間
中
の
管
理

方
法
と
そ
の
当
番
体
制
等
抱
え

て
の
開
館
で
す
。「
こ
の
曜
日
、

時
間
帯
な
ら
当
番
係
と
し
て
、

語
ら
い
係
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
し
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
時

間
的
余
裕
を
お
持
ち
の
方
、
館

の
活
用
方
法
の
ア
イ
デ
ア
等
を

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
電
話
、

ご
郵
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と

大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

※
第
十
二
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
大
会
並
び
に
体
育
部
関
係

者
を
激
励
す
る
会
の
開
催
に

つ
き
ま
し
て
、
北
辰
会
員
・

学
校
関
係
者
の
皆
様
の
多
大

な
る
ご
支
援
並
び
に
ご
鞭
撻

に
感
謝
し
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
今
後
も
こ
の
二
つ
の
会

は
継
続
い
た
し
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

館
長　

都
城　

俊
彰 

教
諭

北辰会 ホームページ開設体
育
後
援
会
報
告

北
辰
会
体
育
後
援
会
長　
　
　

徳　

本　

高　

久

（
三
十
五
年
機
械
科
卒
）

第
十
二
回
北
辰
会

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

体
育
部
関
係
者
を
激
励
す
る
会

　

北
辰
館
の
一
階
部
分
（
元
は

食
堂
と
し
て
使
用
）
が
、
百
周

年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
倉
庫
代
わ

り
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
学
校
長
、
参
事

事
務
長
を
始
め
関
係
者
の
ご
尽

力
に
よ
り
改
装
さ
れ
、
九
月
二

日
に
改
修
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
職
員
Ｏ
Ｂ
・
同

窓
生
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
有
意

義
に
、
自
由
に
利
用
で
き
る
空

間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ

の
名
称
も
「
語
ら
い
と
創
造
の

館
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
母
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ

た
都
城
俊
彰
先
生
（
現
在
は
非

常
勤
）
に
館
長
と
し
て
就
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

是
非
有
効
に
ご
利
用
下
さ

い
。

語
ら
い
と
創
造
の
館

北
辰
館
一
階
改
修
工
事
完
了
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平
成
十
七
年
度
総
会

当
番
幹
事
長
あ
い
さ
つ

原　

田　
　
　

敏

（
五
十
七
年
電
子
科
卒
）



も
の
づ
く
り

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

①
電
子
組
立
部
門

▼
電
子
科
２
年

野
口　

晃
平
君

　

福
岡
県
大
会
優
勝

　

九
州
大
会
優
勝

　

全
国
大
会
出
場

②
化
学
分
析
部
門

▼
工
業
化
学
科
３
年

上
田　

翔
平
君

　

福
岡
県
大
会　

優
勝

　

九
州
大
会
２
位（１

位
と
同
点
）

▼
工
業
化
学
科
３
年

神
崎　

裕
哉
君

　

福
岡
県
大
会
２
位

③
電
気
工
事
部
門

▼
電
気
科
３
年

中
山　

潤
貴
君

　

福
岡
県
大
会
３
位

部  

活  

動

【
陸
上
部
】

▼
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
北
九
州
地
区

（
九
州
北
部
四
県
）
予
選
会

　

男
子
総
合
優
勝

　

七
種
目
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

▼
国
体
出
場
（
福
岡
県
代
表
）

　

電
子
機
械
科
２
年

荒
尾　

将
吾
君

　

少
年
Ａ
100
ｍ　

５
位
入
賞

　

成
年
少
年
男
子
共
通
400
ｍ
リ

レ
ー
優
勝
（
第
一
走
者
）

▼
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会

　

福
岡
県
大
会
出
場（
23
年
ぶ
り
）

【
空
手
道
部
】

▼
全
九
州
大
会
出
場

（
個
人
組
手
）

　

昭
和
三
十
年
三
月
に
卒
業
さ

れ
た
方
々
が
、
卒
業
後
五
十
周

年
の
記
念
事
業
に
何
を
す
れ
ば

良
い
か
、
相
談
し
た
結
果
、「
母

校
へ
の
支
援
に
し
た
い
」
と
募

金
を
募
り
、
教
育
振
興
基
金
に

五
十
万
円
の
多
額
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
田
晁
先
輩
（
明
治
四
十
年

機
械
卒
・
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
創

業
者
）
の
寄
付
で
創
設
さ
れ
た

「
山
田
奨
学
会
」、
倉
田
主
税
先

輩
（
明
治
四
十
一
年
機
械
卒
・

㈱
日
立
製
作
所
を
世
界
の
日

立
に
育
て
た
）
の
寄
付
で
創
設

さ
れ
た
「
科
学
研
究
奨
学
会
」、

両
奨
学
会
の
運
営
は
従
来
利
息

運
用
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
今
の
金
融
情
勢

に
於
い
て
は
全
く
機
能
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
で
は
百
周
年
を
機
に
創

設
さ
れ
た
「
教
育
振
興
基
金
」

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。

　

こ
の
時
期
に
昨
年
の
昭
和

た
。
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
僕
た
ち
は
十
二
月
に
新
人

大
会
を
ひ
か
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
大
会
で
ま
ず
は
ベ
ス
ト

16
入
り
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
そ
の
為
に
残
さ
れ
た
約

一
ヶ
月
間
、
一
生
懸
命
練
習
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
、
健

全
な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎

は
年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
生
徒
の
就
学
、

部
活
動
に
対
す
る
支
援
の
為
の

教
育
振
興
基
金
に
ご
理
解
賜
り

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
併

せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
倉
工
業
高
校
の
活
動

　

こ
の
他
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、

卓
球
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
、
書
道
部
な
ど
多
く

の
部
が
県
大
会
に
出
場
し
、

活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
部
も
県
大
会
、
全
国
大
会

出
場
を
目
指
し
て
日
夜
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

教
育
振
興
基
金
へ
五
十
万
円
の
寄
付

―
―
 

昭
和
三
十
年
卒
有
志
よ
り 

会
費
納
入
及
び

教
育
振
興
基
金

納
入
の
お
願
い

北辰会会員名簿発行のお知らせ

　５年ごとに発行している会員名簿は、
平成18年２月に発行予定で現在作業を
進めています。
　小野高速印刷㈱（大分市）より、住
所等確認の電話調査を行っております。
　小野高速印刷㈱以外は同窓会・小倉

工業と全く関係がありませんので、ご
注意下さい。
　尚、名簿販売価格は１冊4,500円で販
売する事になっています。ご希望の方
は小野高速印刷、又は北辰会までご連
絡下さい。

平
成
16
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
16
年
５
月
11
日
よ
り
平
成
17
年
５
月
10
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）
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平成16年度 北辰会決算書  及び  平成17年度 予算案
費　　目 平成16年４月１日～平成17年３月31日 平成17年度

予　算　額 概　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 概　　要

収　
　

入

前年度繰越金 125,123 125,123 0 157,561
同 窓 会 費 4,000,000 3,669,000 331,000 1,835件 4,000,000 ＠2,000円×2,000名
新卒者入会金 3,525,000 3,540,000 △15,000 236名分 3,480,000 ＠15,000円×232名
預 金 利 息 7 3 4 普通3円 5
名簿販売金 88,000 66,000 22,000 15冊 66,000 ＠4,400円×15冊
雑 収 入 61,870 441,425 △ 379,555 寄付400,000円含む 296,434
合 計 7,800,000 7,841,551 △ 41,551 8,000,000

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

支部還元金 250,000 312,000 △ 62,000 支部活動支援費 350,000 支部活動支援費
組織対策費 250,000 264,284 △ 14,284 組織対策強化費用 300,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成18年度改訂積立金
体育後援費 1,000,000 1,000,000 0 部活動支援費用 1,000,000 部活動支援費用
事 務 手 当 800,000 800,000 0 事務局長手当 800,000 事務局長手当
人 件 費 1,300,000 1,295,080 4,920 パート代 1,300,000 事務局パート代
印 刷 費 250,000 253,635 △ 3,635 印刷機リース代・インク代等 200,000 印刷機リース代・インク代等
会 報 費 1,300,000 1,228,243 71,757 北辰会報春秋季号 1,300,000 北辰会報印刷発送
会 議 費 100,000 109,621 △ 9,621 理事評議員会・支部代表者会議 150,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 300,000 293,743 6,257 電話代・領収書葉書代・案内等 300,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 250,000 243,210 6,790 近畿・関東総会出席旅費を含む 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 150,000 150,000 0 5名 0 学校職員10年勤続者該当者無し
慶 事 費 150,000 172,130 △ 22,130 各支部総会祝儀・葬儀花代等 200,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 10,000 10,000 0 2口 10,000 産業教育等協賛費年会費2口
事務用品代 100,000 88,750 11,250 コピー保守料を含む 100,000 事務局事務用品・コピー保守費用
振替手数料 100,000 73,890 26,110 会費振込手数料 100,000 会費振込手数料
雑 費 40,000 38,689 1,311 茶葉代等 50,000 茶葉代等
事務局運営費 300,000 222,644 77,356 水道光熱費・家賃・清掃代等 300,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 150,000 128,071 21,929 名刺台紙代、北辰会長賞など 240,000
合 計 7,800,000 7,683,990 116,010 8,000,000

平成17年度繰越金 157,561 福銀49,777円　現金107,784円

平成16年度　教育振興基金決算書
費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収　
　

入

前年度繰越金 12,487,285 12,487,285 0 前年度繰越金
同窓会募金 1,500,000 1,258,000 △242,000

寄 付 金 1,000,000 1,500,000 500,000

近藤義隆元議員遺族より
都城教諭より
朝日新聞同窓会
29年会有志一同
小倉北支部
オープンゴルフ大会収益

雑 収 入 215 101 114 預金利息
合 計 14,987,500 15,245,386 257,886

支　
　
　
　

出

特別奨学金費 600,000 600,000 0 特別奨学金へ
山田奨学会費 250,000 250,000 0 山田奨学会へ
科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 科学研究奨学会へ

部活動奨励費 800,000 800,840 △840 吹奏楽部楽器代・郷土芸能・ラグビー部・野球部
教育研究奨励費 200,000 110,000 90,000 ものづくり全国大会出場補助
国際研修費 600,000 0 600,000

管 理 費 200,000 219,202 △19,202 振込用紙印刷代・寄付金受領用ハガキ代・振込手数料
事 務 費 0 300,000 △300,000 同窓会負担金補助
予 備 費 11,837,500 0 11,837,500
合 計 14,987,500 2,780,042 12,207,458

収入額15,245,386円－支出額2,780,042円＝12,465,344円（次年度へ繰越）

平成16年度　北辰会定期総会決算書（昭和56年度卒当番幹事）
費　　目 金　額 概　　　　　　　要

収　

入

総会会員券 1,905,000 ＠ 5,000 円× 381 枚
広 告 料 1,725,000 ＠ 5,000 円× 345 口
雑 収 入 437,032 祝儀165,000円　イベント収入188,753　前年度準備金58,278円　その他25,001円
合 計 4,067,032

支　

出

総 会 費 2,876,705 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 153,543 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,036,784 事務局運営費583,840円　次年度準備金52,944円　同窓会寄付400,000円
合 計 4,067,032

差 引 残 高 0

　

工
業
化
学
科
２
年

竹
中　
　

翔
君

▼
全
九
州
新
人
大
会
出
場

（
団
体
組
手
）

　

工
業
化
学
科

２
年　

島　
　

拓
朗
君

２
年　

竹
中　
　

翔
君

１
年　

烏
谷　

栄
吉
君

（
個
人
組
手
）

　

工
業
化
学
科

２
年　

島　
　

拓
朗
君

２
年　

竹
中　
　

翔
君

（
個
人
形
）

　

電
気
科
２
年

白
石　

和
茂
君

【
水
泳
部
】

▼
全
九
州
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
出
場

　

200
ｍ
平
泳
ぎ

　

工
業
化
学
科
１
年

原
田
あ
ゆ
み
さ
ん

【
野
球
部
】

▼
第
87
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
福
岡
県
大
会
出
場

　

一
回
戦

　
　

博
多
工
10

－

３
小
倉
工

▼
北
九
州
新
人
野
球
大
会

　

一
回
戦

　
　

北
九
州
９

－

２
小
倉
工

▼
九
州
地
区
高
等
学
校
野
球
北

部
大
会

　

一
回
戦

　
　

北　

筑
５

－
３
小
倉
工

▼
一
年
生
大
会
北
部
地
区

　

準
決
勝

　
　

東
筑
紫
８

－

４
小
倉
工

　

北
辰
会
員
の
み
な
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
ラ
グ
ビ
ー
部
で

す
。

　

先
日
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た

倉
庫
の
お
か
げ
で
、
沢
山
の
道

具
な
ど
が
収
納
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
は
部
室
に

保
管
し
て
お
り
、
道
具
が
出
し

に
く
く
片
付
け
も
大
変
で
し

た
。
し
か
し
、
倉
庫
が
で
き
た

お
か
げ
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で

の
距
離
も
短
く
な
り
、
道
具
の

出
し
入
れ
も
楽
に
な
り
ま
し

二
十
九
年
卒
業
の
方
々
に
続
い

て
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

事
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

母
校
の
後
輩
へ
の
支
援
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
振
興
基
金　

部
活
動
支
援
に
感
謝

国体5位入賞
荒尾将吾君

月刊 陸上競技（12月号）

ラ
グ
ビ
ー
部
部
員
一
同

ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問　

牟
田　

功
二
（
六
十
一
年
電
気
科
卒
）
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